
議会プロフィール  滝沢市 議会 
                                                             ２０２４年１月３０日作成 

【基本データ】令和５年４月１日現在  

任期 

令和５年７月31日        

    ～ 

令和９年７月30日 

定数 

20名 

議員数 

20名 

投票率 

（令和５年７月23日 

滝沢市議会議員選挙） 

        43.28％ 

議員報酬 

（１名・月額） 

329,000円 

政務活動費 

（１名・年額） 

180,000 円 

事務局職員数 

６名（局長含む） 

議会費 

令和5年度当初予算 

（年間） 

193,752千円 

予算規模 

令和５年度当初予算    

（一般会計） 

  19,500,000千円 

請願・陳情数（年間） 

10件 

政策連携など 議長任期 

４年 

自治体職員数 

320 人 

合併履歴 明治22年 4月 1日、町村制が施行されるにあたり、町村の配置

分が行われ、滝沢村、鵜飼村、大沢村、篠木村、大釜村の5村が合併し、村

名を面積の最も大きかった滝沢村とした。その後、平成26年１月１日付け

で滝沢市となった。 

総合計画の位置づけと対象期間 

市の最上位計画として位置づけられる第２次総合

計画を策定中（令和６年度～令和13年度） 

（議決対象は基本構想） 

 

１ 【議会に期待される役割（ミッション）】                ２ 【議会が実現すべき理想的な姿（ビジョン）】 

地域経営（まちづくり）において、私たち議会に期待されている役割     私たちが実現すべき議会の理想的な姿（ビジョン）は、下記のとおり 

（ミッション）は、下記のとおりです。                  です。 

 地方議会は、二元代表制の下、地方公共団体の事務執行の監視機能及び立

法機能を十分に発揮しながら、日本国憲法に定める議事機関として地方自

治の本旨の実現をめざさなければなりません。 

 議会は、与えられた権限を自覚し議決責任や説明責任を再認識しつつ、議

員間討議を繰り返して問題の本質を掘り起こし、統合度の高い意思決定を

行わなければなりません。 

（参照：議会基本条例前文） 

 議会は、市民の福祉向上のため市民との協調の下、まちづくりを推進し

ていく必要があるため、開かれた議会、市民とともに歩む議会、行動する

議会をめざします。 

（参照：議会基本条例前文） 

 議会は、二元代表制の下、市民と議会及び市長と議会との関係並びに議

会活動の基本原則を定めることにより、議事機関である議会が市民の負

託に応え、市の持続的で豊かなまちづくりの実現に寄与します。 

（参照：議会基本条例第１条） 

〇議会活動を積極的に情報発信し、「開かれた議会」運営を行います。 

〇「市民とともに歩む議会」として市民と協働でまちづくりを進めていき

ます。 

〇市民の意思を聴き、「行動する議会」として政策提案していきます。 

議会基本条例の制定・改廃または検証の状況 平成26年１月１日施行  議会基本条例の制定・改廃または検証の状況 平成26年１月１日施行 
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